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技術の概要

３．技術の効果

①経済性：小型・軽量のため、二人での運搬・運用が可能で、経費削減・工期短縮が図れます。
②品質：ビーム数が５１２本と多く、スワス角の調整も可能であるため、高精度のデータ取得ができます。
③安全性：自律航行や遠隔操作ができるため、作業に伴う人的健康被害の低減が図れます。
④施工性：ほぼ完成状態でライトバンによる運搬、二人での現地搬入が可能で施工性に優れます。
⑤環境：バッテリーで自走できるため油等の流出はなく人が立ち入らないため濁水も発生しません。

４．技術の適用範囲

①測深レンジ：０．２ｍ～２７５ｍ（マルチビームソナー）
②最大計測距離：１００ｍ（陸上レーザースキャナ）
③許容波高：１ｍ程度
④許容流速：４ｍ/ｓｅｃ程度
※大きさ：Ｌ１７０ｃｍ×Ｂ５５ｃｍ×Ｄ３０ｃｍ（運搬時），　装備重量：４０ｋｇ（バッテリー、測深機含む）

２．技術の内容

５．活用実績

国の機関　１２件　（　九州　３件、九州以外　９件　）
自治体　　　５件　（　九州　０件、九州以外１５件　）
民　間　　　１件　（　九州　１件、九州以外　０件　）

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　我が国は四方を海に囲まれ、沿岸部や離島地域では、海上交通・海上物流・水産業のみならず、イン
フラ維持管理、海洋調査等の様々な活動において担い手不足や地球温暖化に伴う海洋環境の変化等
の課題が深刻化しています。
　エイト日本技術開発では、これらの課題解決に向け、海の次世代モビリティであるＡＵＶ（自律型無人
潜水機）、ＡＳＶ（自律型無人計測艇）、ＲＯＶ（遠隔操作型無人潜水機）、を用いた「水ソリューションサー
ビス」を提供しています。

　コンパクトな自律型無人計測艇ＡＳＶ（Autonomous Surface Vehicle）に、マルチビームソナーと陸上
レーザースキャナを搭載した計測システムで、水上と水中の３次元データを一度に取得できます。
　計測艇の大きさは長さが１．７ｍ、幅が０．６ｍとコンパクトで機動性が高く、重量も４０ｋｇと二人での運
搬・運用が可能で、操作方法も自律・遠隔・曳航から、現地条件・目的に応じて選択することができます。
　ＡＳＶに搭載するマルチビームソナーは、５１２本のビームとスワス角の調整（偏向・絞込）により、対象
物に的を絞った高精度の点群データの取得が可能で、進行方向への照射角度も設定できるため、死角
を削減することもできます。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表

ＡＳＶ（自律型無人計測艇）

図－１．ＡＳＶ計測イメージ 図－２．ＡＳＶ写真及び搭載機器

図－３．ＡＳＶ運搬状況及び仕様 図－４．ＡＳＶ計測事例（杭式防波堤）

図－５．ＡＳＶ計測事例（カーテン式防波堤）


